
　

 
 
■ユニーク行政サービス その１“記念写真コーナー” 
 「記念写真コーナー」。これは、１階の市民課付近に、記者会見用のバックボードや日付が 
入った看板を置き、婚姻届を出されたカップルなどに記念写真を撮っていただこうという 
サービス。最近、導入する自治体が増えています（近隣では芦屋市や川西市など）。 
 時折、市役所前で婚姻届を手に写真を撮っておられるカップルをお見かけしますし、実は私も 
その昔に写真を撮ったクチ。これは面白いと９月議会で提案したところ検討するとのことでした。 
 
■ユニーク行政サービス その２“ピンク婚姻届” 
 「ピンク婚姻届」。これは読んで字のごとく、ピンク色で印字されている婚姻届です。 
 婚姻届は、様式は定型がありますが印字の色は決められていません。それに目を付けた 
大手結婚情報誌が、実際に提出できるピンク印字の婚姻届を付録に付けたところ、 
爆発的な人気になっているそう。伊丹でもピンク婚姻届での提出が増えているとか。 
 そして自治体でも婚姻届をピンク色で印字するところが出てきています。これも面白い 
ということで９月議会で提案し、検討するとの答弁でした。 
 
   
  「記念写真コーナー」「ピンク婚姻届」・・・。些細な取り組みですが、ユニークであり経費もさほど掛かり 
 ません。ささやかな行政からのサービスというところでしょうか。 
  伊丹でも始めてみたいと思って提案したところ、検討するとの答弁。はたして実現するのか？！ 
  お楽しみにお待ちください。 

 
 
 
これを頑張ろう”などを取りまとめたもの。“いまさら？！”と思われるかもしれませんが、
実は明文化した（文章でキッチリ決めた）ものはありませんでした。議会改革が叫ばれる中、
この基本条例を策定する議会が増え、伊丹市議会も策定すべく
重ねて
 
（私は積極的に進めたいのですが、いろいろな意見があるものです）、ようやく案ができました。
 
ます。もちろん議員自ら説明いたします。ぜひ足をお運びいただき、ご意見をよろしくお願いいたします。
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せていただいたところ、
本会議や委員会で質問を重ね、随時取り組みを確認してきました。
 
算）まで減らす
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査の強化など諸事徹底して取り組んだ結果、Ｈ２５年度決算において
ました！
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じめ何十種類もあるのですが、これらをキチンと管理しなおそう、ということです。
 
取り組んだのは
けしてお支払いいただく、どうしても回収困難なケースは一定のルール下で落とすなど整理を行い、これまでに
2200
 
■
 
担当する課は徴収がメイン業務ゆえスキルも随分アップしていますが、その他はメイン業務に追われ徴収業務まで手
が回らなかったりノウハウを蓄積する余裕がなかったりするケースも（例：保育所保育料は、保育課が徴収を担当して
いるが、入所の選定やらで大変忙しい・・・など）。これらのテコ入れを進めていきます。
 
自治体あり）。各課の徴収スキルアップが基本ですが、検討したい方法です。
 
  
 
 

 
 
■伊丹でも水害発生！ 
 この夏、台風や豪雨が相次ぎ、各地で甚大な被害が発生しました。心を痛めるとともに、伊丹でも水害対策を見直さ
ねば思っていた矢先、9月10日～11日にかけて伊丹でも集中豪雨が発生！ 床上浸水31件など被害がでました。市民
の方々から「水害の時どう行動すればよいのか？」と、改めて不安や疑問のお声を多くいただいているところです。 
 伊丹市は、一定の水害対策は整えていますし、伊丹市水防計画もあります。そこで改めて水害対策を確認すべく、9
月議会で様々に質問をしました。 
 
■水害時は、こう行動しよう！ 
 以下、9月議会での質問と答弁です。Ｑ＆Ａでまとめてみました。 
避難勧告・指示 
Ｑ：伊丹市はどのタイミングで避難勧告や指示をだすのか？ 
 →判断基準などをまとめた「避難勧告等の判断・伝達マニュアル」に基づき、 
     空振りを恐れず早めの避難を呼びかける。 
Ｑ：避難の情報は、どうやってキャッチすればよいか？ 
 →ＦＭラジオ・ケーブルテレビ・インターネット（市ホームページ・ＳＮＳ）・屋外拡声器などで。 
  緊急災害情報メール（※右記参照）もせひご登録を。 
Ｑ：避難勧告が出た場合、指定避難所は誰がカギを開けるのか？ 
 →阪神・淡路大震災の際にも課題となった。取り決めている。  
 
避難場所 
Ｑ：地震と水害では、避難する場所が違うのではないか？ 
 →特に夜間や道路冠水時には無理に指定避難所に移動せず垂直避難（上への避難）を。 
Ｑ：地域で、水害時の避難場所を考える必要があるのでは？ 
 →防災マップを作成している地域も。特性に応じた避難方法･場所を地域と検討していく。 
Ｑ：ラスタホール・きららホール・いたみホール・ことば蔵などは指定避難所ではないが？ 
 →生涯学習施設や文化施設も、避難所の備えを進めるよう施設管理者と協議検討する。 
Ｑ：実際に避難所生活になったら混乱必須。普段からのシミュレーションが肝要だが？ 
 →避難所シミュレーションの「ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）」なる研修技法の実施を検討する。 
 
その他 
Ｑ：9月10日の集中豪雨では警報発令のメールが送信されなかったが、原因と対策は？ 
 →落雷により、サーバーが一時切断されたため。電気系統の対策と代替ネットワーク経路の確保を構築中。 
Ｑ：自治体によっては、外国人や障がいのある方向けに「やさしい日本語バージョン」の避難情報を出しているが？ 
 →伊丹市では実施していない。研究していく。 
  
   今回の伊丹の集中豪雨で、多くの方から不安の声をいただきましたし、私も不安になりました。 
  これまで深く水害を意識していなかったかもしれないと反省し、議会でいろいろ確認した次第です。 
  伊丹をより“安心安全なまち”にすべく、これからも取り組んでいきます。 

伊丹でも水害！その時どうする？！ 9月議会で 
質問！ 

記念写真コーナー・ピンク婚姻届・・・いかがですか？ 
9月議会で 
質問！ 

記念写真コーナー 
（川西市ＨＰより） 

ピンク婚姻届 

（左は現在の婚姻届） 

伊丹市水防計画 

緊急災害情報メール 
 
 
 
 

 上記のＱＲコードを読み 

 取って登録を！ 

 市から災害情報の 

 メールが届きます。 



 
 伊丹市議会ではいま、議員一丸となって「議会基本条例」を作成しています。 
 「議会基本条例」とは、“議会はこうあるべきだ”“議会はこれをせねばならない”“議会は 
これを頑張ろう”などを取りまとめたもの。“いまさら？！”と思われるかもしれませんが、 
実は明文化した（文章でキッチリ決めた）ものはありませんでした。議会改革が叫ばれる中、 
この基本条例を策定する議会が増え、伊丹市議会も策定すべく全議員で一文一文議論を 
重ねてきました。 
 議会改革は議員によって温度差があり、なかなかスムーズには決まりませんでしたが 
（私は積極的に進めたいのですが、いろいろな意見があるものです）、ようやく案ができました。 
 そこで、この案を市民の皆さんに説明してご意見を伺おうと、「市民説明会」を開かせていただき 
ます。もちろん議員自ら説明いたします。ぜひ足をお運びいただき、ご意見をよろしくお願いいたします。 
 
 ●１１月２６日（水） １９：００～２０：３０ いたみホール 大会議室 （３階） 
 ●１１月２８日（金） １３：３０～１５：００ 議会棟 第２委員会室 （３階） 
 ●１１月２９日（土） １０：００～１１：３０ ことば蔵 多目的ホール （地下） ←←相崎はこの回の参加メンバー！！ 

 
 
■税金などの滞納、63億円→48億円に！ 
 3年前、「伊丹市の税等滞納額は天文学的数値！どうするのだ？」と本会議で質問し、この活動ニュースで報告をさ
せていただいたところ、「そんなに滞納があったとは。しっかり取り組んでくれ」とかなりの反響をいただきました。以来、
本会議や委員会で質問を重ね、随時取り組みを確認してきました。 
 あれから3年、滞納額はどうなったか？ 伊丹市の税等滞納総額は、63億円（Ｈ21年度決算）→48億円（Ｈ25年度決
算）まで減らすことが出来ました。そこで9月議会では、経緯や今後の課題などを質問しました。 
 
■なぜ減った？ その１：徴収対策 
 滞納総額が減った理由、1つ目は「徴収対策に力を入れたから」です。電話催告の強化や職員研修の充実、財産調
査の強化など諸事徹底して取り組んだ結果、Ｈ２５年度決算において市税の徴収率は９６．６５％で県下第一位となり
ました！ 
 
■なぜ減った？ その２：債権管理 
 滞納総額が減った理由、2つ目は「債権管理に力を入れたから」です。債権とは市が頂戴するお金のことで、市税は
じめ何十種類もあるのですが、これらをキチンと管理しなおそう、ということです。 
 まずＨ25年4月に「債権の管理に関する条例」をスタートさせ、債権管理課なる専門チームも発足させました。最初に
取り組んだのは債権の整理。焦げ付いている債権を今一度洗い出し、お支払いいただけるものは再度徹底して声掛
けしてお支払いいただく、どうしても回収困難なケースは一定のルール下で落とすなど整理を行い、これまでに50件約
2200万円分を整理しました。 
 
■これからは担当課のスキルアップ！ 
 今後は、債権を持つ各担当課が、徴収についの意識と技術をアップさせるフェーズに入ります。市税や国保税などを
担当する課は徴収がメイン業務ゆえスキルも随分アップしていますが、その他はメイン業務に追われ徴収業務まで手
が回らなかったりノウハウを蓄積する余裕がなかったりするケースも（例：保育所保育料は、保育課が徴収を担当して
いるが、入所の選定やらで大変忙しい・・・など）。これらのテコ入れを進めていきます。 
 また、回収困難なケースは、各担当課から債権管理課などの専門チームに移行させて扱う方法も効果的です（導入
自治体あり）。各課の徴収スキルアップが基本ですが、検討したい方法です。 
 
  債権の滞納について、経済困窮などのケースはきめ細かく対応し、福祉分野との連携を深めることは 
 当然ですが、資力を有しているにもかかわらず支払わないなどの悪質なケースは、税の公平性の観点 
 からも看過できません。債権の適正的確な管理の強化充実をいっそう進めてまいります。 

伊丹市の税金滞納、どうなった？！ 9月議会で 
質問！ 

「議会基本条例」作ります！ 説明会します！ 

 ９月議会は別名“決算議会”。昨年
度の決算を審議します。実施したこと
をチェックし次の予算に繋げる大事な
審議。４日間にわたって行われ、相崎
は下記の発言をしました。 
 
●特別交付税の伊丹市分の増額策 
●大学入学等貸付金について滞納 
 率の高さを鑑みた制度の改善策 
●発達障がい児支援の課題と改善策 
●市役所の女性登用の状況と意見 
●グループホーム職員の増加策 
●予備費の運用方法 
 
 

   
 気軽な雰囲気で意見交換する「サワコの茶話会」。“実際に生活する
市民の声が一番基本で一番大事”をモットーに、毎回いろいろなご意見
を伺い、市政に反映中です。次回（第8回）は下記の通り。お気軽に足を
運び、普段感じていることをお話しください！ 
 
 ●日時 ： 平成２６年１２月７日(日） １４：００～１６：００ 
 ●場所 ： いたみホール ５階 会議室２ ●人数 ： ２０名程度 
 ●申込 ： お名前＆連絡先をメールや電話で（連絡先裏面） 
  ※飛び込みのご参加もOKです 
   （人数把握のため事前連絡いただけると 
      ありがたいです） 
  ※託児はありませんがお子様連れ大歓迎！ 
 

 

伊丹市議会 
（伊丹市ＨＰより） 


